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勧告未払い 1億3千万円補正 に計上
○善行市民センター改築工事（設計測量等） 4,279万円

○辻堂市民センター改築工事 4,545万円

○地域の縁側事業費 168万円

○災害復興基金積立金 10,016万円

○微小粒子状物質(PM25)測定器設置 367万円

○特別養護老人ホーム整備助成薑 3,500万円

○小規模多機能等地域密着型サービス整備助成 1億2,679万円

○法人立保育所施設整備(鼎3カ所､聯1カ所） 3億3,253万円

○湘南台小学校区児菫クラブ整備助成費 724万円

○子どもの生活支援事業費(子も曠困蝋伽鍛居縣づくり） 614万円

○新聞戸別収集試行事業費（長後地区） 84万円

○ロボット産業推進費（研究開発費補助など） 202万円

○西俣野地区乗り合いタクシー実証運行助成 2,983万円

○市営鵠沼住宅津波避難階段設置事業費 3億1,316万円

○遠藤消防出張所整備薑 9,247万円

○小学校9校に「児菫支援担当教諭」配置 694万円

○大庭中学トイレ改修村岡中学外壁改修11S4,620万円

○石名坂‘ハ部媚ｰﾙ､秩父宮体育撒修 1億1,167万円

など

市
長
選
が
２
月
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
市
長
の
政
策
的
事
業
が
６
月
議
会
に
補
正
予
算
と

し
て
計
上
さ
れ
る
こ
と
が
慣
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
総
額
弱
億
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
大
型
公
共
事
業
や
大
型
開
発
を
温
存
し
、
安
倍
政
権
の
社
会
保
障
、
福
祉
切
り
捨
て

路
線
に
追
随
し
て
い
る
姿
勢
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
｜
方
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
な

〆
ど
市
民
の
声
を
一
定
程
度
反
映
し
た
事
業
も
組
ま
れ
ま
し
た
。
以
下
、
主
な
事
業
を
掲
載
し
ま
す
。

で
月
補
正
予
算
に
弱睡
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藤
沢
市
民
病
院
が
昨
年
Ⅷ
月
に
労
働
基
準

監
督
署
の
立
ち
入
り
検
査
を
受
け
、
残
業
代
の

未
払
い
が
あ
る
こ
と
が
発
覚
。
６
市
議
会
の
補

正
予
算
に
未
払
い
分
、
１
億
３
０
０
０
万
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。
未
払
い
に
な
っ
て
い
た

の
は
医
師
が
１
１
６
人
、
看
護
師
が
３
０
５
人

で
、
医
師
が
２
１
，
１
２
４
時
間
、
看
護
師
は

２
８
，
６
４
９
時
間
に
な
り
ま
す
。
審
議
の
な

か
で
は
職
員
出
身
の
議
員
か
ら
は
「
残
業
を
申

請
し
づ
ら
い
空
気
が
あ
っ
た
」
な
ど
の
職
員
組

合
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
も
と
に
職
場
の

あ
り
方
が
厳
し
く
追
及
さ
れ
ま
し
た
。

民
間
企
業
で
の
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
大
問
題
に

な
っ
て
い
る
時
に
、
公
務
員
の
職
場
で
サ
ー
ビ

ス
残
業
が
発
覚
し
た
こ
と

は
大
問
題
で
す
。
経
営
優

先
の
姿
勢
が
あ
る
と
す
れ

ば
一
刻
も
早
く
是
正
す
べ

き
で
す
。
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藤
沢
市
議
会
６
月
定
例
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
議
会
は
一
般
会
計
補
正
予
算
、
一

市
民
病
院
と
国
民
健
康
保
険
の
特
別
会
計
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
補
正
予
算
常
任
一

委
員
会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
条
例
議
案
・
陳
情
・
報
告
案
件
な
ど
が
審
一

議
さ
れ
ま
し
た
。
後
半
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

＜日本共産党議員団の討論よ!)＞

隔
鮮
里
！

自治体病院がサービス残業をさせていたことは大問題です。藤沢

市民病院は黒字を続けてきた病院であり、全国の自治病院のなかで

も高い評価を受けてきました。時間外勤務の届けが提出しづらい実

態が明らかになりました。その根底には藤沢市民病院の経営優先の

考え方があったのではないかと懸念するものです。

今後、藤沢市民病院が徹底的な原因究明と職場

環境の抜本的な改善策はかり、地域の基幹病院と

しての役割を果たすことを強く求めます。
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６
月
市
議
会
の
一
般
質
問
は
、
最
近
で
は
一
番
多
い
記
入
が
行
い
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
毎
議
会
４
人
全
員
が
質
問
し
て
い

ま
す
。
以
下
、
４
議
員
の
質
問
要
旨
と
答
弁
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
議
員
団
控
え
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
あ
る
方
は
、
「
藤
沢
市
議
会
」
で
検
索
い
た
だ
け
ば
録
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
で
は
２
月
の
予
算
審
議
で
明
ら
か
に
な
っ
た

①
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
を
中
学
校
三
年
ま
で
拡
充
す
る

こ
と
に
対
し
、
所
得
制
限
な
し
で
早
急
に
す
す
め
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。
②
大
学
生
に
対
す
る
給
付
型
奨
学
金
制

度
創
設
問
題
で
は
、
高
校
生
も
含
め
て
早
急
に
実
施
す
る

こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
検
討
内
容
を
質
問
。
ま
た
、
③
法

制
化
さ
れ
た
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
を
受
け
た
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

学
生
に
対
す
る
給
付
型
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
は
「
お

金
の
心
配
な
く
学
び
た
い
」
と
願
う
学
生
の
声
に
応
え
た

制
度
構
築
を
急
ぐ
べ
き
と
強
く
求
め
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
も
奨
学
金
返
済
に
苦
し
む
若
者
の
実
態

へ
の
認
識
も
示
し
、
「
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
早
急
な
実
現

へ
の
認
識
も
示
し
、
一
給
付
型
奨
号

弁
し
ま
し
た
。

誰
も
が
安
心
し
て
医
療
や
介
護
、
子

育
て
支
援
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
公
が
責
任
を
持
つ
べ

き
で
す
。

藤
沢
市
は
「
藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
は
、
「
医

療
、
介
護
、
福
祉
な
ど
サ
ー
ビ
ス
提
供
墓
盤
の
整
備
」
「
相

談
支
援
体
制
の
強
化
」
「
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
」
を
市

民
、
地
域
団
体
、
行
政
が
連
携
し
て
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

国
の
考
え
方
に
そ
っ
て
、
「
自
助
・
互
助
公
助
・
共
助
」

論
で
す
す
め
る
の
で
は
な
く
、
行
政
が
責
任
を
持
っ
て
人

も
財
政
も
確
保
す
べ
き
で
あ
る
と
質
し
ま
し
た
。

市
当
局
は
、
「
住
民
の
福
祉
を
最
終
的
に
担
保
す
る
主
体

と
し
て
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
基
盤
の
整
備
や
専
門
性

の
強
化
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
責
任
が
あ
る
」
「
必

要
と
な
る
、
適
正
な
職
員
配
置
や
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
関
係
部
門
間
で
協
議
を
す
す
め
て
い
く
」
と
答

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
学
生
に

対
す
る
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創

設
は
県
内
で
も
初
め
て
の
こ
と
に

な
り
ま
す
。
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全
般
質
問
）
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一

商
店
街
の
店
舗
数
は
、
１
９
９
６
年
の
４
２
２
店
舗
か
ら

２
０
１
６
年
に
は
３
０
５
店
舗
に
減
少
し
ま
し
た
。
今
後

の
小
店
舗
支
援
策
に
つ
い
て
、
全
国
的
に
拡
が
っ
て
い
る

商
店
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
創
設
と
中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
制
定
に
よ
る
改
革
、
ま
た
具
体
的
に
朝
市
ミ
ニ
カ
ル

チ
ャ
ー
御
用
聞
き
駐
車
場
あ
り
方
な
ど
商
店
街
振
興

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
用
を
は
か
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

「
自
殺
対
策
に
つ
い
て
」
で
は
、
自
殺
対
策
墓
本
法
の
改

正
を
う
け
て
の
藤
沢
市
の
対
策
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
国
・
県
の
予
算
措
置
と
藤
沢
市
で
の
自
殺
サ

イ
ン
へ
の
気
づ
き
と
早
期
対
応
の
た
め
の
各
種
施
策
も
あ

り
、
昨
年
度
の
自
殺
率
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
み
に
低
く
な
っ

た
こ
と
を
評
価
す
る
と
共
に
、
こ
の
数
値

が
今
後
も
低
減
す
る
よ
う
に
、
今
後
デ
ー

タ
の
未
発
表
分
の
公
開
と
年
齢
別
死
亡
率

ジ
エ
ッ
ト
機
爆
音
の
状
況
と
市
の
対
応

策
を
問
い
ま
し
た
。
市
は
「
航
空
機
騒
音
の
軽
減
を
求
め

国
と
米
軍
に
要
請
す
る
」
と
答
弁
。
ま
た
、
「
厚
木
基
地
の

撤
去
」
「
横
須
賀
の
母
港
化
撤
回
」
の
立
場
に
立
ち
、
国
と

米
軍
へ
の
要
請
を
求
め
ま
し
た
。
③
沖
縄
で
の
釦
歳
の
女

性
が
暴
行
殺
害
さ
れ
た
事
件
を
取
り
上
げ
、
市
と
し
て

厳
し
い
抗
議
と
地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
を
米
軍
と
政

府
に
要
請
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

次
に
国
保
料
の
一
人
１
万
円
の
引
き
下
げ
を
求
め
ま
し

た
。
財
源
は
毎
年
別
億
円
も
の
繰
越
金
、
国
か
ら
の
保
険

者
支
援
金
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
充
て
れ
ば
充
分

可
能
と
迫
り
ま
し
た
。
市
当
局
は
「
繰
越
金
は
あ
る
程
度

必
要
」
「
｜
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
り
入
れ
は
最
小
限
度

に
限
ら
れ
る
べ
き
」
と
の
答
弁
で
大
幅
引
き
下
げ
の
意
向

は
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

①
オ
バ
マ
米
大
統
領
が
初
め
て
被
爆
地

広
島
を
訪
問
し
た
こ
と
に
ふ
れ
つ
つ
、

改
め
て
市
長
の
核
兵
器
廃
絶
へ
の
決
意

を
求
め
ま
し
た
。
②
４
月
、
５
月
の

謹
ゞ

の
詳
細
な
分
析
を
求
め
ま
し
た
。
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